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ディオセットにはレコードプレーヤーとカセットレ
コーダーが必ずセットになり、レコードからテープに
録音して持ち歩くのが流行りはじめる。そのうち車に
もカセットプレーヤーが付くようになり、オーディオ
の世界は家から外に出てくることになる。ラジカセを
持って歩くのも流行り、アメリカでは黒人がよく肩に
担いで持ち歩くのでニガーボックスという名前がつい
た。1980 年代に入ると、Sony と Philips がコンパク
トディスク（CD）を共同開発し、LP レコードに変わ
る音楽メディアが出現する。CD では音楽がディジタ
ル化されて録音されるため、それまでの Hi Fi レコー
ドにくらべ、画期的に忠実な音楽を再生するだけでな
く、針音を全く無くしてしまうことになり、音楽
ショップから LP が消えて無くなるという一大革命が
起こる。しかし、LP レコードは音の柔らかさとデザ
インの良い紙ジャケットの魅力から、今も収集家の中
で愛用されている。最近では出力をディジタル化して
録音できるレコードプレーヤーも出ている。
　2000 年代に入ると Apple が iPod と称するハード
ディスク（HD）搭載のポータブルディジタルミュー
ジックプレーヤーを発売し、MD やカセットテープで
は LP や CD 一枚分の音楽の録音に限られていた容量
を一気に数百倍にしてしまった。これはパソコンで
使っているハードディスクの音楽プレーヤーへの転用
で、曲の検索機能や液晶画面での操作ができ、パソコ
ンメーカーの Apple 社らしい製品である。それだけ
ではない、iPod の出現は録音された音楽に、音楽ソ
フトという革命的コンセプトをもたらすことになる。
それまでは音楽は LP や CD と一体になっていた。つ
まり、音楽を聞くことは LP のジャケや CD のケース
からディスクを取り出してプレーヤーに装填し、ジャ
ケットやケースの解説などを読見ながらの動作との一
体であった。それが、実は音楽とはコンピューターで
いうソフトウエアであり、LP や CD とは全く無関係

息子夫婦に iPhone で電話すると５歳になる孫娘の
「ママ Face Time にして」という声が聞こえてきて、
テレビ電話が始まる。娘たちは iPhone のカメラをあ
ちこち振り回してお洋服や、幼稚園での成果を見せて
くれる。私の年代の人の多くはオーディオ・ビジュア
ルの世界でいろんなガゼットと共に買い替えを繰り替
えしてきた。iPhone の購入を機に今回は日本のお家
芸であるオーディオ・ビジュアルガゼットの変遷を振
り返り技術革新の歴史を眺めてみたい。

1．オーディオの世界
　音楽メディアとしての SP レコードは戦前から存在
した。家には手回しの蓄音機や電蓄もあり、幼稚園の
頃にはレベルが読めなかったので、レコード針で印を
つけて淡谷のり子の「別れのブルース」や、中野忠晴
の「銀座の喫茶店」などを聞いていた。高校時代には
自分でジャズの SP 版などを買ってきてターンテーブ
ルに置き、手造りのアンプと Altec Lansing のスピー
カで毎日のように聞いていた。大学入学当時には LP
レコードが出現して、回転数が遅く片面で 30 分近く
も聞け、その音質の良さに仰天させられた。初めは輸
入版しかなかったが、次第に日本版が出始める。しか
し、音質の違いは歴然としていて、1 枚 3 千円の輸入
版を夢中で買い込んだものだ。松下電子工業に就職し
た時の初任給が 1 万 6 千円だったから、今だと 3 万円
ほどに相当する。オーディオテープも音が柔らかくて
それなりの趣があったので大きなデッキを買ってきて
聞いたものだ。1960 年当時までは、LP にしてもオー
ディオテープにしても、再生装置のカートリッジにし
ても、全て米国製のものが明らかに高性能で優れてい
た。日本製が良くなったのはカセットテープが出現し
てからだ。同時にソニーのウォークマンが大ヒットし、
1990 年代に入って MD が出現するまでポータブル
オーディオではカセットテープが独占を続ける。オー
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な存在であることが再認識されたのだ。今我が家で
は、70 年にわたる LP、CD、オーディオテープの全
ての音楽、落語などのコレクションをディジタル化
し、約 150GB のハードディスクに収納してある。必
要な分を iPhone に入れて持ち歩いている。

2．写真の世界
　私の年代の人の多くは「写真」と言えば長い間フィ
ルムに現像するものと思っていた。撮ってきた写真は
36 ミリフィルムに保存され、大抵は写真屋に持って
行って現像し、印画紙に焼き付けてもらったものだ。
写真機も二眼レフで被写体を見ながら撮るものから、
レンジファインダーが登場してコンパクトなものに
なったり、一眼レフの出現で再度レンズを通して被写
体を見ることが再現したりして、その度にカメラを買
い換えさせられた。望遠や広角レンズを交換して一眼
レフで撮るのが流行り、続いてズームレンズが出現し
て大砲のような大きなレンズを取り付けて持って歩く
のが流行る。また、一眼レフでは電子頭脳が取り付け
られ、自動巻き、自動焦点、自動露出などが当たり前
になり、高価なフィルムの失敗撮りを防いでくれるよ
うになる。ベル研にいた頃、一眼レフ用のレンズ性能
の比較測定をし、レンズの光学性能以外に色調の違い
があることが分かり、キヤノンレンズがニコンより色
調が柔らかだなどと大発見のように言って歩いたこと
もある。それ以後、しょっちゅう壊れるのを我慢して
キヤノンの一眼レフカメラを幾度も買い換えて持ち歩
いたものだ。
　しかし、カセットテープがメモリーチップに取って
代わったのと同様、写真の世界でも画像をディジタル
化してメモリーチップに保存するいわゆるディジカメ
が出現し、フィルムは姿を消すことになる。同時に写
真を一枚一枚慎重に撮る風習がなくなりバンバン撮っ
てきて悪いのを捨てるというのが当たり前になる。
2000 年代に入るとディジカメにビデオ機能が取り付
けられ、最近では手振れ防止機能がビデオ撮影をさら
に便利にし、歩きながらビデオ撮影しても記録画像が
グラつかない撮影が可能になる。また、GPS 機能が
搭載され旅行の際などの撮影場所が記録され撮ってき
た画像の整理に大変役立つことになる。ディジカメで
ビデオ撮影が可能になった結果、重いビデオカメラを
持って歩く必要がなくなったのは旅行好きの私にとっ

て は 大 き な 助 け と な っ た。 し か し、 そ の 後 す ぐ
iPhone にビデオ撮影の機能が備わり今は iPhone で済
ませるようになる。そのきっかけは今年初めには
Apple 社が日経新聞の 2 面大に掲載した写真広告で、
紙面に iPhone で撮りましたとある一言で驚かされた
ことだ。電話機にカメラ機能が搭載されているのは以
前からあったが、おもちゃだと思っていたのでこの広
告に驚かされ実際自分で撮影した写真やビデオを手持
ちの最新のキヤノンのフルハイビジョンディジカメと
比較してみたら広告通りまったく遜色なかった。その
上ズーム機能、手振れ防止機能、GPS 機能なども搭
載されている。こんなに小さなレンズでどうしてこれ
だけの高性能画像が作れるのか不思議だが、恐らくソ
フトによる補正をしているのだろう。

3．ビデオ撮影の歴史
　映像の世界でも動画を残すという概念は百年弱の間
に大きな変遷を遂げる。ビデオ撮影が一般化されるよ
うになったのは 1960 年代初頭の頃だったと思う。そ
れまでのビデオ撮影は 36 ミリフィルムを使っていた
のでカメラ代よりフィルム代が高くつくため普及しな
かったが、8 ミリフィルムの出現でビデオ撮影が急に
庶民のものとなる。初期の段階ではレンズは望遠、標
準、広角の三種類のものを装着し、回転して選ぶもの
だったが、キヤノンが電動式のズームカメラ搭載モデ
ルを出した時には 2 ヶ月分の給料をつぎ込んで飛びつ
いて購入したものだ。3 分間の撮影時間の 8 ミリフィ
ルムは極めて高価で、コダックが色彩の良いカラーの
8 ミリフィルムを出した時には画質の良さに驚かされ
た。おかげでうちの子供達の記録はビデオで残されて
いる。1980 年代には記録メディアが光学フィルムか
ら磁器テープに変わり、同時に撮影可能時間も 30 分
程度になる。それに加え音声録音機能も加わり、素人
の映画作りが可能となる。当時は日本製のガゼットは
ニューヨークで買う方が安いという、異常な現象が続
いた。動画撮影の磁気テープは日本製で、お陰でフィ
ルムメーカーのコダック社は一時倒産寸前に追い込ま
れることとなる。
　2000 年代には動画記録メディアは磁気テープから
ディジタルメモリーに変わるが、同じ頃ディジカメが
動画撮影機能を持つようになり、長年いろんなモデル
を買い替えしていたビデオ撮影はディジカメで代用で
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機、辞書、電子メール、ワープロ、表計算、プレゼン
テーションソフト、ネット接続と閲覧、GPS と地図
案内などの機能も持つ。私が今必要とする全てのガ
ゼットがこれ一つに収まっている。

５．結言
　ここに来て 70 年の私のガゼット遍歴を振り返ると、
私に多くの装置を売りつけたキヤノン、ニコン、リ
コー、カシオなどの光学機器メーカー、ソニー、パナ
ソニック、JVC などのオーディオ機器メーカー、
NEC、富士通、日立、東芝などの携帯電話メーカー、
電子計算機やポータブル電子手帳のシャープなどの世
界に誇る日本のエレクトロニクスエンジニアや経営者
は何をしていたのだろうと思わずにいられない。エン
ジニアはつい目先の製品の改良、時にはイノベーショ
ンに追われるが、その努力は製品の範疇を超えなかっ
た。しかし、iPhone は Apple 社が、コンピューター
技術を携帯電話、カメラ、ビデオ、携帯音楽プレー
ヤー、さらにゲーム機に適用することに成功したの
だ。しかしながら、日本のコンピューターメーカーは
こうした目を持たなかった。そして今や多くの日本の
大企業は Apple 社の下請けとして部品の提供を行う
ことに甘んじている。当の Apple 社もコンピューター
を画期的に使いやすくすることに成功したのにも拘ら
ずそのアイデアを汎用化したらしたでウインドウズに
マーケットを持って行かれ長い間低いシェアーに甘ん
じていた。そして終にコンピューターを電話機として
売ることで大きなマーケットシェアを獲得するに成功
し世界一の大企業に成長したのだ。70 年のガゼット
の歴史は改めて技術革新とは何か？イノベーションと
は何か？について大いに考えさせられるものがある。

 （通信　昭和 32 年卒　34 年修士）

きるようになる。そして今は前述の通り iPhone 一つ
で写真、ビデオ両方を済ますようになる。

4．電話の世界
　私は長年米国電話会社の研究所に勤務していたので
電話機器の発展には特に興味を持って眺めていた。電
話の世界は端末機器の変遷だけではなく、電話システ
ムの変遷も大きい。例えば 1950 年代以前は通話時の
電話回線の設定は交換手という人間の手が行っていた
が、これがダイアルした時に自動接続できる自動交換
機となり、電話は交換手を通さずに繋がるようにな
る。また交換機も機械式から電子式に変わる。そして
現在では交換機を通した専用回線の設定を伴わないイ
ンターネット回線が誕生し、通話料金が大幅に下がっ
ている。これに伴い、端末機器もダイアル式からプッ
シュ電話機となり、無線電話機も出現して昔の重くて
でかい黒電話は姿を消す。携帯電話も初期のものは重
くてとても携帯とは言えないしろものだったが、1990
年代には電子機器の小型軽量化の技術が取り入れられ
随分軽くなる。日本では NEC、富士通などがいち早
くこうした機器の開発に成功し、日本国内専用の電話
機、いわゆるガラケーの電話機が一世を風靡すること
になる。ガラケーとは地球上の他の地域と異なる独自
の生体発展を遂げたガラパゴズ島にちなんで名付けら
れた言葉だ。そして現在はインターネット接続が可能
で、各種ゲームソフトなどが搭載されているスマホが
一般となった。中でも、世界無線電話システム基準を
持つ iPhone が電話機としての使い勝手の良さ、音量、
音質の良さなどでガラケーを凌駕することとなる。そ
の上、前述の通り、iPhone は最先端の高性能ディジ
カメ、ビデオ撮影、ゲーム機の機能をも備えている。
さらに加えて、健康維持管理、補聴器、電子手帳、
ニューズメディア、カレンダー、テレビ電話機、計算


